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10 月 26 日（日）、本校体育館にて「響く歌声 重なる

心 この瞬間 全員主役」をテーマに、合唱コンクールが

盛大に開催されました。各クラスが練習の成果を存分に

発揮し、会場全体が感動の渦に包まれました。 
審査の結果、グランプリに輝いたのは 3 年 1 組で、圧

倒的な声量と表現力、そしてクラス全員の心が通じ合っ

た一体感は、他のクラスを凌駕するものでした。 
3 年 1 組は、学校の代表として、１２月に開催される

地区音楽発表会に出演することになります。 

【 結 果 】 
＜１学年＞ 
１年１組 金賞   指揮者賞  東大嶺 栞南  
１年２組 銀賞   伴奏者賞  山田 麻莉子 
１年３組 銀賞   ※1-4 は、学級閉鎖のため不参加 

＜２学年＞  
２年１組 金賞   指揮者賞  東盛 龍 
２年２組 銀賞   伴奏者賞  新本 葵 
２年３組 銀賞 
２年４組 金賞 

＜３学年＞ 
３年１組 金賞【グランプリ】 
３年２組 銀賞   指揮者賞  仲盛 広翔 
３年３組 金賞   伴奏者賞  山内 結生 
３年４組 金賞 

1 月 振替休日 
2 火  

3 水 県学力到達度調査（全学年） 
生徒会選挙 

4 木 県学力到達度調査（３年のみ） 
5 金 選手激励会 
6 土 地区中体連新人大会 県中文祭 
7 日 地区中体連新人大会 
8 月 振替休日 
9 火  

10 水  
11 木 学年朝会 
12 金 専門委員会 
13 土 地区音楽発表会（3-1 参加） 
14 日  
15 月  
16 火  
17 水 三者面談 
18 木 三者面談 
19 金 三者面談 
20 土  
21 日 石 P ソフトバレー大会 
22 月 三者面談 
23 火 三者面談 
24 水 生徒会引継式 X’mas コンサート 
25 木 終業式 部活動清掃 

26 金 冬期休業（～1/5） 
27 土  
28 日  
29 月  
30 火  
31 水 大晦日 

12 月行事予定 



～郷土芸能部、激戦制し県中文祭へ推薦！ 

全国大会連続出場に弾み～ 

第 31回八重山地区中学校総合文化祭が１１月８日

（土曜日）、石垣市民会館にて盛大に開催された。郷

土芸能部門では、激しい競争の中、本校の郷土芸能

部が見事、第 31回沖縄県中学校総合文化祭への推薦

を獲得し、2年連続の全国大会出場に向けて大きな

一歩を踏み出しました。 

郷土芸能部「稔り世」で観客を魅了 

郷土芸能部は、演目「稔り世（みのりゆ）」を披

露。地域の伝統を深く掘り下げた構成と、磨き抜か

れた舞踊はまさに圧巻の演技で、観客を魅了しまし

た。特に今年は、県中文祭への推薦枠が従来の 3枠

から 2枠へと削減され、各校のレベルが拮抗する中

での厳しい選考となった。この難関を突破し、郷土

芸能部が推薦を勝ち取ったことは、日々の熱心な練

習の成果と、部員たちの強い絆の証と言えます。 

部員たちは「応援してくれた皆さんに感謝した

い。県中文祭では、さらに完成度を高め、2年連続

の全国大会出場を目指します」と決意を新たにし

た。 

 ３年生１３５名が響かせた感動の「大地讃頌」 

本校 3年生 135名による合唱も、会場に感動の渦

を巻き起こした。135 名が一丸となって作り上げた

重厚なハーモニーは、聴く人の心に響き、会場を揺

るがすほどの感動を与えました。 

生徒の澄んだ歌声は、文化祭に華を添えるととも

に、中学校生活の集大成として、深い印象を残しま

した。 

また、英語弁論大会八重山地区予選で、最優秀賞

を受賞した本校２年仲山結夏さんも出演し、のびの

びと発表していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��������������������������� 熱戦！久米島を駆け抜ける！ 

第 49 回男子・第 38 回女子 

沖縄県中学校駅伝競走大会 
【久米島】 11月 15日（土）、「第 49回男子 沖縄

県中学校駅伝競走大会」および「第 38回女子 沖縄

県中学校駅伝競走大会」が久米島を舞台に開催さ

れ、県内各地から集まった選手たちがタスキに思い

を込めて懸命に走りました。 

男子、夏の努力実り 5位入賞！ 強豪に肉薄の激走 

男子の部では、5位入賞を達成しました。 

夏休みからの厳しいトレーニングを積み重ねてき

た努力が実を結び、選手たちはタスキをつなぐたび

に順位を押し上げた。特に注目すべきは、2位チー

ムとの差がわずか１３秒という大接戦を演じまし

た。惜しくも表彰台には届かなかったものの、強豪

校に肉薄するその走りは、来年への大きな期待を抱

かせるものとなりました。 

女子の部でも、選手たちは久米島のコースを力強

く駆け抜けました。結果は２３位となったものの、

チーム一丸となって懸命にタスキをつなぎ、全員が

最後まで走り切りました。 

 


